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【目的】治療効果や培養液などの有効性評価に胚質を比べる場合がある。これまで、集団間

の胚質の比較には良好分割胚率や胚盤胞率などが用いられてきたが、それらは同一の発育ス

テージ間の比較であった。今回、我々は、異なる発育ステージにある集団の胚質を定量的に

比較するスコアシステムの作成を目指した。このような、スコアシステムの最低限の要件は、

数値で示されること、同一の胚集団を異なる発育ステージで評価した場合に同じスコアにな

ること、異なる胚質の集団を比較した場合に差が出ることであると考え、この 3つの要件を

満たすスコアシステムを作成し、検証を行った。【方法】まず、当院で単一胚移植を行った

39歳以下の症例（1610周期）を対象とし、Day 2, 3, 5における胚グレード別の臨床妊娠

率を算出し、その妊娠率を基に胚グレード別に数値のスコアを設定した。次に胚発育が良好

な A 群（50 周期、胚数 479）、不良な B 群（50 周期、胚数 238）を使用し、作成したスコア

システムが有効に機能するか検証した。検証 1：同一の胚集団を異なる発育ステージで評価

した場合のスコアが等しくなることを確認するため、各群内の Day 2, 3 ,5 における平均ス

コアを比較した。検証 2：異なる胚質の集団を比較した場合に差が出ることを確認するため、

群間で同一ステージ及び異なるステージ間の平均スコアを比較した。なお、対象患者には、

治療データを後方視的研究に用いる場合があることに対して同意を得ている。【結果】各群

内の Day2, 3, 5における平均スコアに有意な差は認められなかった。 A群の Day 3, 5の

スコアは、B群の Day 2, 3, 5 のスコアと比較して優位に高かった。【考察】今回の検証で

は、作成したスコアシステムが、目標とした 3つの要件を満たしていたことが示された。し

たがって、今回作成したスコアシステム用いることで、異なる発育ステージにある集団の胚

質を定量的に比較することができる可能性が示唆された。 


